印西市高齢者等配食サービス事業業務委託仕様書
この仕様書は、「印西市高齢者等配食サービス事業業務委託」における仕様を明記したものである。

１．配達先：印西市内全域
２．委託期間：令和７年８月１日から令和１０年７月３１日まで
３．契約方法：１食あたり（配達料等込）の単価契約とする。
４．１月当たりの見込食数数　１，６７０食
　　令和７年度見込食数　　１３，３６０食
　　令和８年度見込食数　　２０，０４０食
　　令和９年度見込食数　　２０，０４０食
　　令和１０年度見込食数　　６，６８０食
５．委託内容
(1) 概要：利用者に対し、市が決定した曜日に夕食を配達し、同時に安否の確認を行うもの。

(2) 実施方法：受注者は、以下①～⑪の方法により配食を実施すること。

1 献立表の作成

配食する食事は、管理栄養士又は栄養士が高齢者向けにカロリーを計算し、作成した献立表に従い調理すること。また、献立表は月毎に作成し、配食月の５日前までに市へ提出するとともに利用者へも配付する。

食材費は、１食当たり４００円（税込）相当の内容とすること。

2 調理

衛生管理を徹底し、食中毒の防止を万全に行うこと。

配食する主食については、普通、おかゆ、の２種類から、副食については、普通、
きざみ、荒きざみ、の３種類から選択できるようにすること。

3 食材
なるべく季節の食材や地元産・千葉県産の食材を用いるよう努めること。
4 容器及び配達方法

容器は衛生的で環境に配慮した容器を使用し、弁当形式で配達できるようにすること。また、使用後容器を回収すること。
5 配達日

配達日は、毎日とする。
6 配達時間及び受渡し方法

概ね午後２時から午後６時３０分までとし、原則手渡しとする。利用者から配達場所の指定を受け、置いていく場合は必ずその日のうちに確実に受取りができたか確認をすること。

また、配達時に利用者から受領印又はサインを受け、その受領簿は実績報告書及び完了届とともに市へ提出すること。
7 事前訪問
受注者は、発注者から配食の決定をした者の通知を受け取った際は、配食開始日に間に合うよう事前訪問を行い、利用者が混乱無くサービスを開始できるよう配食システムの説明を行うこと。
8 配食の中止及び変更の受付

配食の中止は配食前日の午後３時まで受け付けることと、長期の停止以外の中止は直接利用者から受け付けることとする。長期の停止を受け付けた場合は、必ず市へ報告すること。

キャンセル及び不在により配食を行わなかった場合、又は不在時に指定場所（隣家等）へ置いた場合は、実施記録簿にその旨を記録すること。
9 安否確認

配食の際は、利用者の安否確認及びコミュニケーションに努め、異常事態対応マニュアルを作成し、異常事態を発見した際は適切な対応をするものとすること。
また、状況に応じて適宜市へ連絡すること。

10 回収方法

使用した容器を回収する場合は、次回配食時又はそれまでに回収すること。

11 代行措置の確保

事故等により配食が困難となった場合には、代替や代行等の措置をとることができるようにしておくこと。
(3) 報告書の提出

当月分の実施状況を翌月１０日までに市へ報告すること。

(4) 衛生管理

食材の仕入れ、調理及び配食の衛生管理を徹底し、食中毒等の防止に万全を期するものとすること。
(5) 苦情等の対応
業務の遂行において、苦情等又は事故等が発生した場合は、受注者は責任をもって対応し、直ちに発注者に報告するものとする。
(6) 委託料の支払い

１食当たりの単価に１か月の食数を乗じた額を月払いとする。

(7) 利用者負担金の徴収
利用者負担金の徴収は、事業者責任において直接徴収するものとし、生活保護世帯については１食あたり４００円を、その他の世帯については１食あたり５００円を徴収すること。
徴収方法は、現金集金又は口座振込みから利用者が選択できるものとすること。

(8) 調査の実施
　　市が実施するアンケート調査等に随時協力すること。また、市が行った調査結果を活用
し、サービスの質の向上に努めること。
６. その他

本仕様書に定めのない事項については、別途発注者と受注者とで協議し決定するものとする。

